
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業改善の基本 

＊「生きる力」の育成  

⇒ 学習の〈目標・内容・方法〉  

＊資質・能力の育成と評価  

⇒ 〈学力の３要素，評価の３観点〉 

＊教科等の見方・考え方  

＊主体的・対話的で深い学び 

＊方針・考え方の「見える化」  

＊PDCA サイクルの機能化  

＊学習の〈目標・内容・方法〉  

 

◇ 教育活動全体計画  

◇ 育てたい生徒像（資質・能力）と評価  

 ⇒ マスタールーブリック 

◇ カリキュラム・ポリシー 

◇ 進路実現につながる力の明確化  

◇ 授業改善方針と方策  

 

＊シラバスの共有 

⇒ 授業計画・評価計画  

〔年間・単元〕  

＊効果的・効率的な授業編成  

⇒ 授業時数の確保と平準化  

＊教室整備・ICT 機器整備  

＊授業規律 

 ⇒ 生徒指導の三機能  

ナチュラルサポート 

＊成果検証項目等の事前設定  

   

＊生徒の進路希望〔大学等・専門学校等・  

就職等〕の具体に応じた授業設定  

＊入試問題・採用試験問題・面接等の実際  

の内容の分析，生徒と実例共有  

（受験者からの聴取内容等の蓄積・紹介）  

 

 

 

 

＊授業で付ける力と進路指導計画の連動 

 

授業改善 

＊教員による相互観察・評価  

⇒ 授業観察シート・ICT の活用  

  事後協議・成果共有等の確保 

＊生徒による授業評価 

 ⇒ 結果の全体共有と相互分析  

＊研究授業 

 ⇒ 目的・意義・方法等の明確化 

 
学習指導要領 自校の教育像の「見える化」 

 

《授業基盤の整備》 

 

《進路実現と授業》 

 

《授業改善方策，検証》 

 

《授業改善方針》 

 

学習指導要領を踏まえつつ，その種の

問題・質問に対応できる「捉え方・考え

方」の力を授業で付けることが肝要  

【目指す授業像】  

▽「付ける力」の明確化  

▽授業展開のストーリー性  

▽授業技法・技術の改善  

▽教材・ワークシート類の改善  

▽発問，課題・考査等の工夫  

▽振り返りシートの活用  など 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『授業改善』に関するの《基本的な資料》の一部について，サンプル事例を村上が関わっていま

した当時の府中高校と架空の P 県立 Q 高校の事例として紹介します。 

〔★〕で示しているのは，村上のホームページで掲載しているところの見出しの名称です。 

《授業改善》のサンプル事例 

《授業改善方針と方策》  《目指す授業像》  

府中高校で提示していた【授業改善方針〔★授業改善の実際〕】と，【授業改善サイクル〔★授業改善の実

際〕】です。方針・方策・考え方などを「見える化」して提示する意義は大きいと思っています。また，【府中高校

における授業構成の視点整理〔★授業改善の実際〕ほか】には，年ごとの「目指す授業像と手立て」を，場

面・状況に応じて作成したものを多数掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

《シラバス》  《授業相互観察シート》  

シラバス様式例は Q 高校のものを【シラバス〔★カリ・マネの実際〕】に掲載しています。また，【授業相互観察シ

ート〔★授業相互観察〕】は，府中高校の時のものを改良したものです。〔★授業相互観察＞授業相互観察

事例集〕には勉強会で提供していただいた 14 事例を紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


